
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

姥堂小学校だより 
平成 2９年度 第 1４号 平成 2９年 10 月 20 日(金) 発行責任者：遠藤幸栄 

「勉強になった子ども議会」 

                                                         ６年 K.M  

 ぼくは、初めて子ども議会に出席させて頂きました。今年姥堂小学校は、質問議員にあたっていたの

で、ぼくたち 6年生は「ぼく達の住む喜多方をもっとよくするためにはどうしたらいいだろう。」とい

う観点で、みんなで質問を考えました。 

 こうして迎えた子ども議会当日。ぼくは、後半の１回目だったので、前半はあまりきん張しませんで

した。でも、休憩が終わる頃には何を言うのか、どう動くのかを忘れそうになり、一気にきん張感が高

まりました。後半が始まり、すぐ 

「議長、１４番。K」 

その一言で、少し落ち着きを取り戻したぼくは、はっきりと大きな声で、ゆっくりと質問することがで

きました。 

 ぼくの質問は、「さくらまつりの観光アピールについて」です。「所所にベンチを置いて休憩場所を作

ったり、お茶が飲める喫茶店や特産物販売所等をもっと充実させたりしたらどうでしょうか。」と言う

ものです。質問席に座ると、答弁の方が出てきて、ぼくの質問の内容にていねいに答えてくださいまし

た。「ベンチは、いつもより多く設置していて、喫茶店や特産物販売所などは建てるスペースがなく、

今の所は無理です。でも、公園には出店を５つ出していました。」とのことでした。ぼくは観光客のた

めに、様々な努力や工夫をしているということを改めて知ることができました。 

 また、他の学校の皆さんの質問を聞いていると、僕と似たような考えを持っている人がいました。そ

れは、「歩道の確保について」の質問でした。ぼくたちの学校の通学路にも、白線が消えてなくなって

いるところや、歩道がなく、登下校の時に車がすぐぼくたちの隣を走ってこわい時があるので、その質

問には共感しながら聞くことができました。 

今回の子ども議会に参加して、ぼくは議会のやり方が少し分 

かりました。また、子ども議会には、中学生も出席していて、 

その中学生の話し方が、声の大きさや間の取り方がとても上手 

で、どの質問も聞き取りやすかったのに驚きました。質問や答 

弁の仕方など参考になるところもたくさんあったので、今後の 

学校生活の話し合い活動の場に是非生かして行きたいと思いま 

した。緊張しましたが、とてもよい経験となりました。ありが 

とうございました。 〈 於 本庁舎議場 H29.10.2 〉 



 

 

◆ 入口は、体育館昇降口です。 

◆ 寒さが心配です。座布団等、防寒用品をご準備ください。 

◆ 学習発表会終了後にいも煮会を実施します。１１：３０～１４：００ 

 校庭へ移動してください（雨天時は体育館で会食のみ） 

◆ 当日の下校は集団下校ではありません。一人で下校する 

ことのないよう、皆様のご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年１０月２１日(土) 

８：４０～１１：１０ 

姥堂小学校 体育館にて 

① 開会のことば    １年生 
② １年生の発表    「スイミー」 
③ 『少年の主張』発表 ６年 須藤陽平 
④ ２年生の発表    「お手紙」 
⑤ 全校合唱       ｢まっかな秋｣ ｢歌よありがとう｣ 
⑥ 学校長あいさつ 

－ 休 憩 －   

⑦ 中ノ目念仏踊り   ４～６年生と｢中ノ目念仏踊り保存会｣の皆様 

⑧ ３・４年生の発表   ｢社会科見学 消防署へレッツゴー！｣ 
⑨ 農業科の発表    全学年 
⑩ ５・６年生の発表   ｢走れメロス｣ 
⑪ 閉会のことば    ６年生 

― あとかたづけ ― 

たくさんの展示品をどうぞご覧ください 

       
いよいよ明日です。ご家族、

地域の皆様、皆様でぜひ、  

お越しください！ 

 


